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研究成果の概要（和文）：本研究は、オスマン帝国において海洋活動にたずさわった人々のパー

ソナルヒストリーを、人事関係等の史料を分析することにより集積し、近代オスマン帝国の社

会構造を見直そうと試みたものである。結果、オスマン帝国末期に海事に関わった人々の出自

（民族、宗教、出身地、社会階層等）、キャリアパターンについて、一定の法則性を見出し、

海事における黒海沿岸出身者の重要性が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This research aims to reconsider the Ottoman social constracture
by means of analyzing personal histories of these who engaged in maritime activities.
As the source we used various data from the marine personnel records. As a result, we
found a set of tendency of their background (nationality, relicion, birth place, social
status, v.s.) and career patterns, and made clear the importance of personals of the
Black Sea region by origin in marine acitivities of the late Ottoman society.

交付決定額
（金額単位：円）

直接経費 間接経費 合 計

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000

2009 年度 500,000 150,000 650,000

2010 年度 500,000 150,000 650,000

2011 年度 500,000 150,000 650,000

2012 年度 500,000 150,000 650,000

総 計 2,800,000 840,000 3,640,000

研究分野：人文学

科研費の分科・細目：史学・東洋史

キーワード：西アジア・イスラーム史・オスマン帝国・近代・海運・海軍

１．研究開始当初の背景

本研究の特色は、オスマン社会の構造を、

「集団」ではなく「個」の集積としてとら

え、パーソナル・ヒストリーを積み重ねる

ことによって、最終的に社会の全体像を描

き出そうと試みる点にある。これまでのオ

スマン社会史研究は、特に近代史において

その傾向が見られるが、ある集団へのアイ

デンティティというものに主たる関心がは
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らわれてきた。その結果、ムスリム対非ム

スリム、守旧派対改革派といったような、

集団と集団との対比の構図は鮮明に浮かび

上がったが、それぞれの集団を形成する

個々人の存在は等閑視され、ムスリムであ

れ、非ムスリムであれ、「民衆」や「大衆」

ということばでひとくくりにされがちであ

った。そこで、こうした人々の「くらし」

や「しごと」に光をあて、後期オスマン社

会を、従来とは異なるミクロの視点から考

察するために、これまでの研究成果（「近代

オスマン帝国社会にみるエスニシティと地

域性」(平成 16-19 年度科学研究費補助金基

盤研究(C))に立脚し、オスマン帝国期の海

軍・海運関係の人事記録に関わる様々な史

料を収集し、データ・ベースを構築して当

該研究をさらに発展させることを企図した。

２．研究の目的

（１）本研究は、オスマン帝国後期の海軍

や海運など海事にたずさわった人々の出自

（民族、宗教、出身地、社会階層等）を新

たに発掘した人事関係等の史料を分析する

ことにより明らかにし、近代オスマン帝国

の社会構造とその変容を「ヒト」を核とし

て見直そうと試みるものである。また同時

に、こうした作業を通して当該史料のオス

マン帝国社会経済史研究史料としての重要

性を提示する。

（２）トルコ近現代史研究は、アタテュル

クの祖国解放運動を「革命」と位置づけ、

オスマン帝国からトルコ共和国への歴史の

流れを、多民族国家からトルコ人の国民国

家へ、イスラーム帝国から世俗的な近代国

家へと、ラディカルな変貌を遂げたとみな

してきた。しかし、近年オスマン帝国末期

とトルコ共和国との連続性が注目されるよ

うになった。本研究は、エリート層のみな

らず、「民衆」の間にも「革命的な」変化を

うけとめる素地がすでにできあがっていた

ことを、パーソナルヒストリーの集積から

示すことで連続性の議論に寄与することを

めざす。

３．研究の方法

（１）本研究は、オスマン帝国において海

洋活動にたずさわった人々のパーソナル

ヒストリーを明らかにし、近代オスマン帝

国の社会構造を「ヒト」を核として見直そ

うと試みるものである。この目的を達成す

るために、海軍、海運関係者の人事に関す

る史料群をとりあげ、それぞれについて

「ヒト」の記録を出来るだけ丁寧に掘り起

こす作業を行った。

（２）収集した史料は所蔵機関別に以下の

とおりである。

①トルコ共和国首相府オスマン朝文書館

所蔵の『船舶通行許可台帳』：18 世紀末か

ら 19 世紀前半に帝都イスタンブルのボス

フォラス海峡を通過した商船の船主、船長、

乗組員に関する情報を得ることができる

史料で、これにより、近世、すなわち近代

汽船海運時代以前の伝統的な帆船海運に

おけるムスリムと非ムスリムの役割を知

ることができる。

②イスタンブル海軍博物館所蔵の『人事記

録台帳』：19 世紀中葉以後のオスマン海軍

軍人の個人データが書き込まれた膨大な

史料である。すべてを閲覧することは不可

能であるが、出身地、キャリアパターンな

どに焦点を絞って統計的数値を導き出し、

海軍の人材登用にみられるエスニシティ

や地域性の特徴を明らかにする。

③トルコ海運公社総合史料室所蔵の『給与

台帳』や人事・年金支給関係書類：本研究

で最も重点を置く史料群である。研究の目



的において述べたように過去の研究にお

いて申請者自身が発掘し、データ・ベース

化した『給与台帳』をはじめ、これまでほ

とんど学術研究に利用されてこなかった

この史料群によって、オスマン帝国内の汽

船海運に独占的なシェアを占めていた官

営汽船会社「特別局」の人的構成の実態を

解明する。

④アタテュルク図書館所蔵のオスマン語

新聞・雑誌：オスマン帝国末期の海事関係

記事を集めて検討することにより、世論の

動向から民衆の思考の変化を読み取る。

（３）（２）で収集した史料をデータ・ベ

ース化し、内容の分析・考察を行った。

４．研究成果

（１）オスマン帝国末期の海洋活動における

黒海沿岸民の重要性

本研究により、黒海沿岸地域がオスマン帝

国末期の海軍と海運に多くの人材を供給し

ていたことが、当該事象に関するさまざまな

史料の分析を通して明らかとなった。

主要な史料として、海運関係ではオスマン

帝国期の官営汽船会社の個人記録文書、『給

与台帳』から、汽船乗組員の出自、特に出身

地に関する情報を抽出し、データ・ベース化

することによって、約半数が黒海沿岸地域出

身者であることがわかった。海軍については、

『人事録台帳』、『海軍年鑑』、『海軍公報』の

記録から海軍軍人の出身地に関する情報を

収集した。その結果、士官・将官級のエリー

ト軍人は圧倒的に帝都イスタンブル出身者

が多いとはいえ、下士官、水兵クラスでは海

運同様黒海沿岸２州の出身者の割合が他の

地方州出身者に比べてかなり高いことが判

明した。

以上のような数値的傾向はオスマン帝国

近代史においていかなる意味を持つのか考

察を行った。まずオスマン帝国の歴史上、海

軍・海運におけるルーム(ギリシア系臣民)の

重要性、次に黒海沿岸地域が黒海交易港、漁

港、海軍の軍港(造船所・ドック)として果た

してきた役割を確認した上で、ギリシアの独

立が招いたオスマン海軍・海運における主要

アクターとしてのルームの人材の大量の喪

失を、ムスリムによって埋めるにあたって重

要な役割を果たしたのが黒海沿岸地域の

人々であったことを実証するに至った。

（２）海運史料にみるオスマン帝国末期の社

会変容

オスマン帝国官営汽船会社の『給与台帳』

を基本史料としてオスマン帝国末期の動態

的社会変容を考察することを試みた。

まずトルコ海運公社が所蔵する膨大な数

に及ぶ『給与台帳』の全体像を把握するため

に、オスマン帝国期に該当すると思われるす

べての台帳を閲覧し、その内容を分類・整理

して、どのような情報が得られるのかを把握

した。

この予備調査をもとに、オスマン帝国期の

129 冊の台帳から、スルタン・アブデュルハ

ミト 2世の治世下で官営汽船会社として活動

した「特別局」の汽船乗組員に関係する台帳

を 26 冊とその後の「オスマン海運局」期の

台帳を 3 冊、計 29 冊を選び、台帳ごとに汽

船名、のべ就労人数、職種、出自のデータを

収集し、出身地域、ムスリム・非ムスリムの

別、外国人の数および全体に占める割合を集

計した。これらのデータ・ベースから以下の

ようなことが見て取れた。

①汽船乗組員の出身地域は首都圏であるイ

スタンブル出身者が 28％であるのに対し、黒

海沿岸 2 州(カスタモヌ、トラブゾン)出身者

は 51％と半数を占めている



②出身地域別割合の経年変化をみていくと、

首都圏出身者は 19 世紀末にかけて増加の傾

向をみせるが、20 世紀に入ると減少に転じて

いる。黒海沿岸地方出身者は 19 世紀末まで

わずかに減少傾向をたどるが、20 世紀に入る

と増加し始め、特にオスマン海運期にその傾

向が強まる

③外国人船員の割合は、特別局設立時から急

速に減ってゆき、20 年間でほぼゼロとなる。

非ムスリムの割合も外国人ほどではないが

かなり減少している

以上の結果とオスマン帝国末期の政治的

社会的動向との関連性を考えると、①②につ

いては、ムスリムと非ムスリムの人材を適材

適所に配することで繁栄を共有し活性化し

てきたオスマン社会が、19 世紀以後の領土の

喪失によって、非ムスリムの人材を多く失い、

例えば海洋活動のような従来非ムスリムの

果たす役割が大きかった領域においても、ム

スリムの人的資源の活用にシフトせざるを

えなかったことを示している。ただそのテン

ポに緩急が見られるのは国内的には政治的

な要因が、国際的には世界経済システムにオ

スマン帝国が取りこまれたことによる影響

等が考えられる。③については対英関係の変

化とアブデュルハミト 2世のパン・イスラー

ム主義政策との関連性を指摘することがで

きよう。さらに、本研究が明らかにした海運

関係者の出自の傾向から地中海世界帝国と

してのオスマン帝国からは、アナトリア領域

国家としてのトルコ共和国への変容のプロ

セスの始まりを看取することができる。

（３）オスマン帝国における経済ナショナリ

ズムの萌芽について

本研究はパーソナルヒストリーの集積か

らオスマン社会、とりわけ民衆の「くらし」

や「まなざし」を照射しようとしたものであ

るが、当時の庶民の心情を理解する上で世論

にも注目した。世論の動向を探るために、19

世紀末から 20 世紀初頭にかけて発行された

オスマン語新聞の論説、特に本研究が海事に

関係することから、海運関係の論説を収集し、

分析を行った。

『マールーマート』、『サバフ』、『テルジュ

マーニ・ハキーカト』といった当時のイスタ

ンブルの主要日刊紙の海運関連の報道は次

二つの論題に集約される。一つはオスマン帝

国の海運界が外国資本に圧倒されているこ

とへの不満、もう一つは非ムスリム海運業者

への批判である。この両者は共に「ムスリ

ム・トルコ資本待望論」に結びついていく。

ここで明らかとなったことは、トルコ・ナ

ショナリズムは、青年トルコ人政府による上

からの政治的ナショナリズム以前に、反外

国・非ムスリム資本という経済ナショナリズ

ムという形をとって現れたことである。その

要因は、マクロなレベルではオスマン帝国が

世界経済システムに抱摂された結果である

が、本研究の成果はミクロなレベルでは庶民

が日々の生活において外国資本や非ムスリ

ム資本の浸透を感じとり、「彼ら」に対し

「我々」というものを意識するようになった、

すなわち「愛国心」が芽生えたことによるこ

とを提示した。

（４）本研究の成果を総括する。本研究は、

オスマン帝国がその末期、特に海洋活動にお

いて「地中海性」を喪失し、アナトリア沿岸

地域、特に黒海沿岸地域の比重の増加が顕著

であったことを明らかにした。すなわち、19

世紀から 20 世紀初頭に、地中海世界帝国と

してのオスマン帝国からアナトリア領域国

家としてのトルコ共和国への約 1世紀間に及

ぶ長い変化のプロセスと両者の連続性とを

見出すことができるのである。



また、オスマン帝国史研究は支配者として

の「ムスリム・エリート集団」と「非ムスリ

ム・マイノリティ」を中心に展開してきた感

がある。本研究では、これまで等閑視されて

きた「ムスリム・マジョリティー」に焦点を

あて、公文書には現れない彼らの生活の実態

を明らかにし、その心情を読み取ろうと試み

た。海運関係者というごく限られた人々では

あるが、ある程度目的を達成したといえる。

さらに、オスマン帝国末期とトルコ共和国

との連続性の議論への参画という点でも、政

治的トルコ・ナショナリズムが支配エリート

層や知識人層から提起される以前に、民衆の

中で素朴な「愛国心」と共に「経済的ナショ

ナリズム」の原形ともいえる感情が芽生えて

いたことを明らかにしたことで、オスマン帝

国末期に国民国家形成の素地がすでに民衆

レベルにおいても醸成されていた可能性を

提示することができたと考える。

これらの成果はトルコでの学会発表や雑

誌論文によってトルコ人研究者にも理解さ

れ、共著刊行の準備を進めている。本研究で

発掘したオスマン海運の人事関係史料群は

膨大な数にのぼるため、期間内にそのすべて

をデータ・ベース化することができなかった。

今後の課題としてこの作業を継続し、パーソ

ナル・ヒストリーの集積から「ムスリム・マ

ジョリティー」の実像を解明する研究を進展

させたい。
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